
4平成24年度 総会・懇親会開催

ど
を
交
え
て
１
１
０
周
年
記
念
総
会
へ
の
ご
祝

辞
を
頂
い
た
。

懇
親
会
に
は
、
２
０
０
名
を
超
え
る
会
員
、

国
会
議
員
、
地
元
市
町
村
長
な
ど
多
く
の
来
賓

の
方
に
も
お
越
し
頂
い
た
。
宴
は
、
駒
田
誠
岐

阜
県
議
会
議
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
暫
く
会
食

懇
談
を
行
っ
た
後
、
い
よ
い
よ
１
１
０
周
年
記

念
懇
親
会
を
彩
る
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
登
場
。
ゲ

ス
ト
は
、
岐
阜
県
の
「
飛
騨
美
濃
観
光
大
使
」

も
務
め
る
揖
斐
郡
池
田
町
出
身
の
歌
手　

石

原
詢
子
さ
ん
。
ヒ
ッ
ト
曲
「
み
れ
ん
酒
」、
最

新
曲
「
よ
り
そ
い
草
」
な
ど
を
披
露
し
て
頂
き
、

そ
の
後
会
場
の
輪
の
中
に
入
っ
て
歓
談
し
て
頂

い
た
。
ま
ぢ
か
で
地
元
出
身
の
全
国
区
の
歌
手

と
話
が
で
き
る
と
い
う
事
で
、
多
く
の
会
員
が

取
り
囲
み
、
握
手
攻
め
と
な
っ
て
い
た
。

今
年
も
ホ
テ
ル
の
食
事
に
加
え
、
飛
騨
牛
の

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
飛
騨
牛
に
ぎ
り
（
馬
喰
一

代
提
供
）・
み
た
ら
し
団
子
・
ご
へ
い
も
ち
・

鮎
の
甘
露
煮
と
一
夜
干
し
・
富
有
柿
な
ど
郷
土

色
豊
か
な
料
理
・
食
材
と
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
県
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
さ
る
ぼ

ぼ
の
凝
っ
た
飾
り
付
け
も
お
目
見
え
し
相
変

わ
ら
ず
の
盛
況
さ
。
昨
年
ま
で
続
い
た
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
か
ら
新
し
い
会
場
に
代
わ
っ
て
、

多
少
足
の
不
便
さ
も
心
配
さ
れ
た
が
大
し
た
混

乱
も
な
く
、
１
１
０
周
年
を
記
念
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
総
会
・
懇
親
会
と
な
っ
た
。
帰
り
に
は
、

岐
阜
の
鮎
菓
子
、
地
元
市
町
村
か
ら
ご
寄
贈
頂

い
た
富
有
柿
（
大
野
町
）
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

（
下
呂
市
）
を
お
土
産
に
、
午
後
8
時
半
、
懇

親
会
は
名
残
惜
し
く
お
開
き
と
な
っ
た
。

総
会
は
、
本
年
8
月
に
就
任
し
た
山
本
康
夫

新
幹
事
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
冒
頭
、
立
川
敬

二
会
長
が
「
10
年
毎
の
記
念
行
事
も
盛
り
上
が

っ
て
良
い
も
の
。
こ
れ
を
会
員
増
強
に
つ
な
げ
、

ま
ず
は
１
０
０
０
人
や
１
１
０
０
人
の
会
と
し

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
の
後
立
川
会
長
が

議
長
と
な
り
、
山
本
幹
事
長
よ
り
提
出
議
案
の

説
明
が
行
わ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の

議
案
が
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

午
後
6
時
半
か
ら
は
懇
親
会
に
移
り
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
は
今
秋
開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ふ
清
流

国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ

れ
、
何
か
わ
く
わ
く
す
る
雰
囲
気
の
中
に
吸
い

込
ま
れ
る
感
じ
で
始
ま
っ
た
。
立
川
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
古
田
肇
岐
阜
県
知
事
か
ら
、
国
体

が
成
功
裏
に
閉
会
し
岐
阜
県
が
天
皇
皇
后
杯
を

受
賞
で
き
た
事
へ
の
御
礼
、「
岐
阜
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
協
力
に
対

す
る
謝
辞
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
に
対
す
る
応
援
要
請
な

平
成
24
年
11
月
2
日（
金
）午
後
6
時
か
ら
文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

東
京
岐
阜
県
人
会
創
立
１
１
０
周
年
記
念 

平
成
24
年
度
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。




